
決算説明会

AI GPU
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－注意事項－
本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答には、将来に関する見通し、期待、
判断、計画あるいは戦略が含まれています。この将来予測に基づく記載や発言は、為替変動、製品に
対する需要変動、各種モータの開発・生産能力、関係会社の業績及びその他のリスクや不確定要素
を含みます。本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答に含まれる全ての将来
的予測に基づく記載や発言は、プレゼンテーションの日に入手可能な情報に基づいており、私達は、法
令に定めのある場合を除き、このような将来予測に基づく記載や発言を更新する義務を負いません。ま
た、この記載や発言は、将来の実績を保証するものではなく、実際の結果が、私達の現在の期待とは、
実体的に異なる場合があります。このような違いには、多数の要素が原因となり得ます。これらの要素や
リスクについては当社の継続開示及び適時開示等の記載をご覧ください。
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2023年度4Ｑ（３ヶ月）の直前四半期比増減分析
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キャッシュフロー経営の推進

営業利益率や運転資金効率化等に注力し、キャッシュフロー生成力を高める
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2024年度業績予想



EVトラクションモータ事業はFY24からリスタート

FY23Q4を大底とし、FY24からの着実な収益改善を実現

New!

車載（既存）:バイワイヤ技術を追い風に拡大する車載モータ需要

自動運転と共に“バイワイヤ”システムが発展、ニデックの製品がクルマの進化を支える



車載（既存）:ECUとのセットでボディ丸ごと受注を狙う

車両のアーキテクチャーは現在の分散・統合からゾーン制御へ

機器装置他:精密減速機

スカラロボットから大型6軸多関節ロボットまで、ロボット全軸の減速機をカバー

『世界初』マルチセンサ内蔵型

Smart-FLEXWAVE 
3つのセンサが一体構造で内蔵
トルクセンサ:出力トルクの検出
温度センサ :減速機内部温度の検出
角度センサ : 入力軸角度の検出



さらなるM&Aを視野に、ユニット化のピースを完成し世界最強の総合プレス機メーカーを目指す

機器装置他:プレス機

飲料缶

半導体
（ﾘｰﾄﾞﾌﾚｰﾑ）

電子・車載
ｺﾈｸﾀｰ

モーターコア

バッテリー 家電・
自動車部品

モータコア用プレス

車体ﾊﾟﾈﾙ

高速サーボ
ロールフィーダー

サーボ送り装置
サーボロールフィード

超大型サーボプレス機

更なる製品ラインアップの拡充を図り、グローバル総合工作機械メーカーを目指す

機器装置他:工作機械



精密小型モータ:水冷モジュール①

格段に熱を発するAI向けGPU/CPU冷却用途として水冷モジュール需要が急増、増産体制へ

LCM: Liquid Cooling Module

CDU: Coolant Distribution Unit

CDM: 
Coolant 
Distribution 
Manifold

Quick Coupling

Cold Plate

Radiator
Pump

精密小型モータ:水冷モジュール②

ファンモータで培った階層別顧客への取引実績をフル活用し、更なる案件獲得を目指す

HPC / AI



家電・商業・産業用:サブセグメント別の主な製品構成

家電・商業・産業用:MOENの成⾧分野①

旺盛な北米ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ顧客向け需要に備え製造キャパを増強 高いプレゼンスを誇る欧州市場から、米国・中国への拡販を開始



エネルギーインフラ関連設備における高加価値なビジネスを主導、脱炭素化ニーズにも合致

家電・商業・産業用:MOENの成⾧分野②
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精密小型モータ:サブセグメント別業績の内訳と推移

FY23中盤以降IT関連需要はスローながらも回復途上。生成AI関連で新ビジネスの萌芽
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精密小型モータ:四半期別業績推移

中期成⾧を見据えた種蒔きと短期業績の回復に向けたWPR-X 活動を同時に推進



CASE革命による旺盛な電動化需要を待ち伏せし世界No.1の車載システム企業を目指す

車載:モータから周辺部品まで幅広く取り揃え
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車載:四半期別業績推移

FY23は構造改革費用を計上。収益体質の強化に向けた体制を整備

*

*（売上高:百万円）

＜車載＞ ＜車載オーガニック＞

（営業利益率:%）（営業利益:百万円）

*



4,320 4,280 

新ACIMとMOENが成⾧を牽引、収益性も2桁盤石の段階から今後は15%達成を目指す

家電・商業・産業用:サブセグメント別業績の内訳と推移

グローバル家電市場は未だ調整局面も、年度後半の復調に期待しつつ収益改善に注力

家電・商業・産業用:新ACIM内訳と業績推移
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産業及びインフラ関連需要は引き続き堅調。着実な収益改善を目指す

家電・商業・産業用:MOEN事業の内訳と業績推移
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家電・商業・産業用:四半期別業績推移

（売上高:百万円） （営業利益:百万円） （営業利益率:%）
＜家電・商業・産業用＞ ＜内、海外子会社群＞

発電機やクリーンエネルギー市場の追い風を受け、海外子会社の収益性改善が進展
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その他製品グループ:セグメント別業績の内訳と推移

FY23より機械事業本部が始動（減速機・プレス機・工作機械）、機器装置の高成⾧を牽引

その他の製品グループ:四半期別業績推移

製品ラインナップの拡充やクロスセルによるシナジー効果を追求、更なる収益性改善を狙う

（営業利益率:%）（売上高:百万円）



業績推移・
製品グループ別状況

業績推移・
製品グループ別状況

補足資料
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省人化の波
（キーワード:産業用ロボット、サービスロボット、物流）

5G & サーマルソリューションの波
（キーワード:触覚、手振れ補正、放熱モジュール）

デジタルデータ爆発の波
（キーワード:高速・大容量、GAFA、巣ごもり）

省電力化と
コロナ後の波

（キーワード:殺菌、衛生、巣ごもり）

車載用モータ

家電用モータ

冷蔵庫用コンプレッサ

ニアライン用HDDモータ

ファン
モータ

べーパーチャンバー ヒートパイプ

減速機

ドローン用モータ

無人搬送台車

脱炭素化の波
（キーワード:走る・曲がる・止まる、安全・快適、熱マネジメント）

トラクション
モータシステムeVTOL

17.7%
(19.0%)

3.0%
(3.5%) 14.7%

（15.5%)

12.8%
(13.2%)

3.5%
(3.7%)

HDDモータ

オルゴール、サービス

家電・商業・産業用家電・商業・産業用

機器装置機器装置

電子・光学部品電子・光学部品

その他その他 (   )内のパーセントは昨年度の構成比率

精密小型モータ精密小型モータ

スイッチ、センサ、レンズユニット、カメラシャッター

産業用ロボット、カードリーダ、検査装置、
プレス機器、変減速機、工作機械

24.7%
(23.2%)

41.1 %
(40.8%)

2兆3,482
億円

車載車載

その他小型モータ

トラクションモータシステム、車載用モータ
（電動パワステ用モータ、電動ブレーキ
用モータ等）、自動車部品（電動オイル
ポンプ、電動ウォーターポンプ、コントロー
ルバルブ等）

家電・商業・産業用モータ（エアコン用モータ
、洗濯機用モータ、乾燥機用モータ等）、家
電・商業・産業用関連製品（冷蔵庫用コンプ
レッサー、発電機、バッテリーエネルギー貯蔵シ
ステム等）

小型ブラシレスモータ、ファンモータ
、振動モータ、小型ブラシ付モータ
、モータ応用製品

0.2%
(0.2%)


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四半期別の業績推移（売上高・営業利益）

FY23の構造改革を経て、収益体質の改善へ

営
業
利
益
（
億
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リーマンショック

震災

タイ洪水
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WPR-X

-254

売
上
高
（
億
円
）

車載:当社E-Axle搭載車種の販売状況

当社E-Axle搭載車種はFY21同140%増、FY22同138%増、FY23同27%増

（台数）
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